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《保谷亭一門 落語 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

・様々な人たちが住む地域で、ともに生きることについて考える。 

・地域の一員として、地域の方の話を聞き、愛着をもって生活できるようにする。 

～人・人・人～ 

 保谷亭ほら吉さんに落語の小道具や所作、歴

史について解説してもらいました。その後、保

谷亭ばじるさんの落語「時うどん」、ほら吉さ

んの落語「愛犬チャッピー」を披露してもら

い、児童は普段とは違う雰囲気に楽しみを感じ

ていました。 

 

 

落語に接することがない児童も多く、落語とはどのようなものなのかを理解し、興味をもちました。失敗

ばかりの登場人物たちの魅力に引き込まれていました。 

ピクトグラムの特徴を知ることで様々な人に伝えられることを知り、世界中のどのような人とも交流し

ていきたいという声が聞かれました。相手のことを思いやる心、行動力を培ってともに生きていってもら

いたいと思いっています。 

 

西東京市に住む人の中には文字を読むのが難

しい人にも、伝わるものとしてピクトグラム作

りを行いました。 

 ピクトグラムづくりを通して、特定の言語を読

めなくても形の特徴で内容を把握しやすいこと

を実感することができました。他にも見ただけ

で理解しやすいことや遠くからでも分かりやす

いこと、限られたスペースで多くの情報を伝え

ることを知ることができました。 

《ピクトグラム作り》  

お

話していただきました》 

 


